














































































































































































































































































































































































































信と自尊心を養いたかったこと」 「活動が地域と学校とを結ぶかけ橋になると考えたこと」 (l7) 
などを理由として挙げたという。この結果から見るかぎり，教師たちは各々の教育現場か抱えて
いる諸問題を解決する必要を感じ，その方策を "Foxfire"タイプの雑誌活動に求めたのだとい
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